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急速に進む震災後の復興研究

地震で発生する被害は、ハードウェア的な対策とソフトウェア

的な対策の両方をバランスよく講じることで最小限に抑えるこ

とができる。例えば、東京大学生産技術研究所の目黒研究室で

は、災害時に自分がどのような状況に置かれるかをリアルにイ

メージできる「災害環境シミュレーション」を始め、防災情報

を使いやすく、しかも新しいスタイルで蓄積・管理する「災害

情報アーカイブ」、さらに多くの人がそのようなツールを使う

ための e -ラーニングまで防災・減災のための基礎技術を多数

開発している。

今号の東芝エレベータ広報誌「FUTURE DESIGN」

Vol.6 に対するご感想をお聞かせください。抽選で

10名さまに「特選品」をお送りします。

今号の特選品は、「TOSHIBA 防まつ形充電ラジオ 

TY- JR10」です。手回し充電機能で携帯電話が充電

でき、サイレンや高輝度LEDライトを搭載するなど

機能がいっぱいの防災用品です。

●応募方法

同封のはがきまたはFAX用紙、E-mai lでご意見

をお送りください。

●締め切り

2006年 7月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください
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地
震
発
生
後
の

緊
急
対
応
か
ら
復
旧
ま
で

今
世
紀
半
ば
と
も
予
想
さ
れ
る
、

東
海
・
東
南
海
地
震
や
南
海
地
震
へ
の
懸
念
。

そ
し
て
Ｍ
7
ク
ラ
ス
の
首
都
直
下
地
震
へ
の
恐
怖
。

前
号
に
引
き
続
き
お
送
り
す
る
「
地
震
と
都
市
・
交
通
」
の
第
2
弾
。

地
震
予
知
と
リ
ス
ク
軽
減
に
焦
点
を
当
て
た
前
回
に
対
し
、

今
回
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
の
は
、
震
災
後
の
復
興
活
動
で
あ
る
。

関
東
大
震
災
以
来
と
も
い
わ
れ
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
11
年
、

そ
の
復
興
の
記
憶
を
通
し
て
、
行
政
は
、
企
業
は
、

ま
た
わ
た
し
た
ち
個
人
は
ど
の
よ
う
な
心
構
え
で
備
え
る
べ
き
か
。

災
害
情
報
の
伝
承
。
Ｉ
Ｔ
を
フ
ル
活
用
し
た
対
応
技
術
。

現
場
で
の
人
材
運
用
も
含
め
た
リ
ス
ク
管
理
の
戦
略
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
お
よ
び
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
両
面
に
わ
た
っ
て
、

最
新
研
究
を
交
え
な
が
ら
、
地
震
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
て

か
ら
の
対
応
を
探
っ
て
み
よ
う
。

特
集
●
シ
リ
ー
ズ
「
防
災
を
科
学
す
る
」

写真提供：京都大学防災研究所／東京大学生産技術研究所目黒研究室／内閣府／森ビル株式会社



▲震度分布

凡例 M8クラス

M7クラス

M6クラス

注1：支障率は、災害発生後の供給対象数に対する供給停止数の割合　　　注 2：支障数は災害発生より1日後の数

首都圏のライフラインの復旧日数
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 首都直下地震の切迫性

▲液状化による建物被害
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災
害
時
の
国
の
基
本
対
応

　

1
9
9
5
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

直
接
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
わ
が
国
の
防

災
対
策
、
特
に
大
規
模
地
震
へ
の
対
策

が
進
展
し
て
き
た
。
2
0
0
1
年
の
中

央
省
庁
再
編
で
は
、
内
閣
府
が
政
府
全

体
の
防
災
行
政
の
連
携
を
確
保
す
る
こ

と
と
な
り
、「
防
災
担
当
大
臣
」
も
新
設

さ
れ
た
。

　

も
し
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
国
や
地

方
公
共
団
体
は
、
ま
ず
被
害
状
況
や
そ
の

規
模
な
ど
の
把
握
と
応
急
対
策
体
制
の
確

立
に
努
め
る
。
具
体
的
に
は
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
、
避
難
勧
告
、
被
災
者
の
救

助
、
緊
急
輸
送
の
確
保
、
公
共
施
設
の
復

旧
な
ど
を
行
う
。

　

一
方
、
国
で
は
各
省
庁
の
代
表
が
総
理

官
邸
に
集
ま
り
、
被
災
地
の
情
報
や
地
域

被
害
早
期
評
価
シ
ス
テ
ム
（
E
E
S
）
を

使
っ
て
被
害
を
推
計
、
内
閣
総
理
大
臣
に

基
本
方
針
を
仰
ぐ
。
地
方
公
共
団
体
の
手

に
余
る
大
規
模
災
害
の
場
合
に
は
、
警
察

庁
、
消
防
庁
、
海
上
保
安
庁
に
よ
る
広
域

的
な
応
援
が
行
わ
れ
る
。
都
道
府
県
知
事

の
派
遣
要
請
で
自
衛
隊
が
出
動
す
る
場
合

も
あ
る
。

首
都
直
下
地
震
へ
の
対
策

　

こ
う
し
た
災
害
の
中
で
も
、
現
在
最
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
の
が
、
首
都
直
下
地
震

で
あ
る
。
今
後
2
0
0
年
以
内
に
、
首

都
周
辺
で
Ｍ
7
ク
ラ
ス
の
大
規
模
地
震
が

数
回
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
も

し
東
京
湾
北
部
で
Ｍ
7
・
3
の
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
最
悪
で
死
者
が
約
1
万

今
後
数
十
年
単
位
で
都
市
型
大
規
模
地
震
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
中
、

わ
が
国
の
災
害
対
策
で
は
具
体
的
に
何
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

特
に
、
国
の
中
枢
機
能
を
直
撃
す
る
首
都
直
下
地
震
に
対
す
る

取
り
組
み
を
例
に
見
て
み
よ
う
。

国
の
防
災
・
復
興
へ
の
取
り
組
み

首
都
直
下
地
震
発
生
後
の
被
害
予
測
と

復
旧
対
策

地

震

に

え

る

活 動 期静 穏 期活 動 期静 穏 期活 動 期

7.0
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０
３
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８
５
５
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１
８
９
４
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大
震
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９
２
３
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丹
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震 

（
１
９
２
４
）

関
東
大
震
災
ク
ラ
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の
地
震

M
7
ク
ラ
ス
の
地
震
が

発
生
す
る
可
能
性
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図表提供：内閣府（防災担当）



▲都心部における焼失棟数の分布

▲都心部における揺れによる全壊棟数の分布

危機対応のための5つの機能

指揮調整
（Command）

事案処理
（Operations）

資源管理
（Logistics）

情報作戦
（Planning）

財務管理
（Finance）

首都圏の建物被害・人的被害
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一
元
的
な
危
機
管
理
体
制
の

 

確
立
を

林 

春
男
氏

京
都
大
学　

教
授

防
災
研
究
所
巨
大
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー　

セ
ン
タ
ー
長

　
今
後
の
防
災
・
危
機
管
理
の
戦
略
に
は
何
が
必
要
か
？

「
I
C
S
」
に
基
づ
く
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
、
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
…
…
。
さ
ま
ざ
ま

な
予
想
外
の
危
機
が
頻
発
す

る
中
で
、
「
ど
の
よ
う
な
危

機
に
も
対
応
で
き
る
」
一
元
的

で
包
括
的
な
危
機
対
応
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
わ
が
国
で
は
、

こ
う
し
た
多
様
な
危
機
に
対

し
て
、
各
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ

縦
割
り
で
独
自
の
危
機
管
理

を
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

一
方
、
米
国
を
中
心
に

欧
米
諸
国
で
発
達
し
た
の

が
「
Ｉ

Ｃ

Ｓ
（In

c
id

e
n

t
 

C
o

m
m

a
n

d
 
S

y
s

te
m

‥
緊
急

時
指
令
シ
ス
テ
ム
）
」
の
概
念
に

基
づ
い
た
危
機
管
理
シ
ス
テ

ム
。
Ｉ
Ｃ
Ｓ
と
は
災
害
時
に

各
機
関
が
ス
ム
ー
ズ
な
協
力

体
制
を
と
る
た
め
に
、
手
順

や
指
揮
系
統
な
ど
を
細
か
く

標
準
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
基
本
的
な
考
え

方
で
は
、
組
織
の
機
能
を
指

揮

調

整
（C

o
m

m
a
n
d

）
、

事

案
処
理
（O

p
e
ra

tio
n
s

）
、
資

源
管
理
（L

o
g

is
tic

s

）
、
情
報

作
戦
（P

la
n
n
in

g

）
、
財
務
管

理
（F

in
a
n
c
e

）

の
５
つ
に
分

け
、
こ
の
原
則
に
沿
っ
て
対
策

を
講
じ
る
。

　

I
C
S
の
大
き
な
特
徴
と

し
て
、
危
機
の
規
模
や
原
因

を
問
わ
ず
効
果
的
な
危
機
対

応
が
で
き
る
組
織
運
営
が
で

き
る
こ
と
に
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
関
係
す
る
す
べ

て
の
組
織
が
、
危
機
対
応
に

必
要
と
な
る
活
動
を
５
つ
の

機
能
の
集
合
体
と
し
て
と
ら

え
る
標
準
的
な
危
機
対
応
シ

ス
テ
ム
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
実
現
し
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
る

危
機
の
違
い
は
、
事
案
処
理

部
門
が
扱
う
活
動
の
違
い
と

し
て
処
理
す
る
た
め
、
危
機

対
応
の
構
造
そ
の
も
の
は
、

ど
の
よ
う
な
原
因
で
あ
れ

変
化
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

京
都
大
学
防
災
研
究
所
の

林
春
男
教
授
は
、
日
本
の
危

機
対
応
体
制
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｓ
原

則
の
導
入
を
訴
え
て
い
る
。

林
教
授
は
、
災
害
復
興
が
発

動
す
る
機
会
が
ま
れ
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
復
興
戦

略
の
有
効
性
は
「
実
際
に
災

害
対
策
本
部
を
経
験
し
た
人

材
に
し
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
ジ
レ
ン
マ
を
指
摘
す
る
。

そ
の
上
で
、
平
時
の
対
応
シ

ス
テ
ム
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｓ
原
則
を

反
映
さ
せ
て
お
く
こ
と
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
考
え
に
慣
れ
、
有

効
性
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
だ
と
し
て
い
る
。

建物全壊棟数・火災焼失棟数
約85万棟

■火災焼失…77%

　65万棟

瓦礫発生量　約 9600万ｔ

死者数
約1.1 万人

■ブロック塀などの
　倒壊など…7%

　800人

負傷者数（重傷者含む）　約 21万人
重傷者数　約 3万7000人

■火災…55%

　6200 人

■交通被害…2%

　200人

■建物倒壊
　…28%

　3100人

■急傾斜地崩壊
　…8%

　900 人

注：東京湾北部地震（M7.3）における被害を想定

■揺れ…18%

　15 万棟

■液状化…4%

　3.3万棟

■急傾斜地崩壊
　…1%

　1.2 万棟

構成比 構成比

夕方 18時 風速15ｍ／秒の場合冬

■
■
■
■
■
■
■ 

1200 -2400
400-1200
200-400
100-200
50 -100
10-50
0 -10

■
■
■
■
■
■

400-1200
200-400
100-200
50 -100
10-50
0 -10
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真
に
有
効
な
対
策
を
立
て
る
た
め
に

　

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
の
目
黒
研

究
室
で
は
、「
都
市
震
災
軽
減
工
学
」
と

称
し
て
、
現
在
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
両
面
か
ら
の
防
災
研
究
を
進
め

て
い
る
。
目
黒
公
郎
教
授
は
、
地
震
防
災

の
真
の
実
現
に
は
、
ま
ず
は
地
震
被
害
を

具
体
的
な
も
の
と
し
て
受
け
止
め
る
た
め

の
「
意
識
改
革
」
が
必
要
だ
と
訴
え
る
。

つ
ま
り
、
災
害
時
に
自
分
が
ど
ん
な
状
況

に
置
か
れ
る
か
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
「
災
害
環
境
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能

力
」
を
育
む
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
の
だ
。

　

「
災
害
発
生
時
に
自
分
が
直
面
す
る
状

況
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
れ
ば
、
い
ざ
地
震
が

起
こ
っ
た
時
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
最
小

化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
自
分

の
日
常
生
活
を
対
象
に
、
季
節
や
曜
日
、

発
生
時
刻
の
異
な
る
地
震
を
想
定
し
、
そ

の
時
点
の
自
分
の
居
場
所
や
役
割
を
考
え

ま
す
。
そ
の
上
で
、
発
災
か
ら
の
時
間
経

過
に
伴
っ
て
、
自
分
の
周
辺
で
起
こ
る
こ

と
を
思
い
描
く
の
で
す
。
こ
れ
が
具
体
的

に
イ
メ
ー
ジ
で
き
れ
ば
、
事
前
に
現
在
の

自
分
の
問
題
点
が
わ
か
り
、
そ
れ
を
解
決

す
る
努
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
実
際

に
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
時

点
の
様
々
な
状
況
を
条
件
と
し
た
災
害
の

推
移
を
、
時
間
先
取
り
で
予
測
で
き
る
の

で
、
そ
の
状
況
が
少
し
で
も
良
く
な
る
た

め
の
対
応
を
そ
の
つ
ど
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
適
切
な
事
前
対

策
、
直
後
対
応
、
そ
し
て
復
旧
・
復
興
活

動
が
可
能
と
な
り
、
地
震
に
よ
る
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
を
最
小
化
で
き
る
の
で
す
。
人

間
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
こ
と
に
対
し
て

の
適
切
な
準
備
や
心
構
え
、
対
応
な
ど
は

で
き
な
い
の
で
す
」

　

こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
目
黒
研
究
室

で
は
、
災
害
に
関
す
る
様
々
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
そ
れ
を
整
理
・
蓄
積
す

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、
ま
た
そ
れ

を
多
く
の
人
が
自
由
自
在
に
使
え
る
よ

う
な
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
環
境
づ
く
り
、
と

い
っ
た
一
連
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

Ｗ
e
b
を
活
用
し
た

新
し
い
マ
ニ
ュ
ア
ル

　

例
え
ば
、
現

段
階
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ソ
フ
ト
と
し
て
開
発
済
み

の
次
世
代
型
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

「
災
害
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
﹇
初

級
編
﹈」。
従
来
型
の
紙
の
防
災

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
違
い
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
を
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ

ラ
ウ
ザ
か
ら
更
新
し
た
り
、
各

種
の
分
析
や
編
集
機
能
を
活
用
し

て
、
総
合
的
な
災
害
対
応
サ
イ
ク
ル
を

確
立
で
き
る
も
の
だ
。

「
現
状
の
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
行
政
や

会
社
の
防
災
担
当
の
主
導
で
作
ら
れ
て
い

る
の
で
、『
現
場
の
把
握
が
不
十
分
だ
っ

た
り
、
責
任
の
所
在
が
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
』、『
仕
事
の
流
れ
が
見
え
に
く
か
っ

た
り
、
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
に

な
っ
て
い
な
い
』、『
読
ん
で
も
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
代

地
震
に
よ
り
発
生
す
る
被
害
は
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
的
な
対
策
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
的
な
対
策
の

両
方
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
講
じ
る
こ
と
で
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
。

東
京
大
学
目
黒
研
究
室
は
、
現
在
そ
の
た
め
の
基
礎
技
術
を
多
数
開
発
し
て
い
る
。

防
災
・
減
災
は
具
体
的
な
災
害
イ
メ
ー
ジ
か
ら

減
災
の
た
め
の
基
礎
技
術

地

震

を

考

え

る

目
黒 

公
郎 

氏

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所

都
市
基
盤
安
全
工
学

国
際
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授 お

話
を
伺
い
ま
し
た
！

危機管理／防災情報ステーションの概念図

3D 都市 GIS（震災空間情報）

マネジメント･プラットフォーム

災害情報受配信
（e -ラーニング）

防災情報を受配信する

災害情報アーカイブ

防災情報を使いやすい新しいス
タイルで蓄積・管理する

災害環境シミュレーション
（ユニバーサル地震環境シミュレーション）

防災情報を創造する

図表提供：東京大学生産技術研究所目黒研究室
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替
案
の
記
述
が
な
い
』、
分
厚
い
紙
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
は
、『
検
索
性
や
更
新
性
に

乏
し
く
、
そ
も
そ
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
善
し

あ
し
の
評
価
も
で
き
な
い
』
と
い
う
欠
点

が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
が
提
案
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
現

在
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
善
し
あ
し
が
自
己
評

価
で
き
る
し
、
使
い
手
の
立
場
や
状
況
に

応
じ
て
、
そ
の
人
専
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

そ
の
場
で
編
集
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
当

事
者
た
ち
が
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
問

題
を
把
握
し
な
が
ら
、
容
易
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
更
新
・
修
正
で
き
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
経
験
に
基
づ

い
て
自
己
進
化
し
て
い
き
ま
す
」

　

一
人
ひ
と
り
の
仕
事
量
を
グ
ラ
フ
で
分

析
し
、
限
ら
れ
た
人
材
を
効
率
よ
く
運
用

し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
も
備
え
て
い
る
。

　

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
も
そ
う
で
し

た
が
、
災
害
時
に
対
応
に
あ
た
る
方
々
の

多
く
も
被
災
者
で
す
。
著
し
い
人
材
不
足

の
中
で
、
仕
事
は
大
量
に
あ
る
。
こ
う
い

う
状
況
下
で
は
、
日
本
人
に
あ
り
が
ち
な

『
不
眠
不
休
か
つ
全
身
全
霊
で
』
の
対
応

は
改
め
る
べ
き
で
す
。
私
の
提
案
す
る
人

材
運
用
モ
デ
ル
を
使
え
ば
、
適
切
な
人
材

配
置
と
休
息
の
提
供
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
質

も
量
も
格
段
に
高
ま
る
の
で
す
」

直
感
的
に
理
解
・
共
有
で
き
る
戦
略
へ

　

災
害
の
事
前
予
測
に
つ
い
て
も
、
目
黒

研
究
室
は
一
段
踏
み
込
ん
だ
ア
プ
ロ
ー
チ

を
見
せ
る
。
例
え
ば
「
家
具
転
倒
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、「
あ
な
た
が
今
い
る

部
屋
が
ど
う
な
る
の
か
」
を
三
次
元
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
で
見
せ
て
く
れ
る
。

　

「
災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
、
条
件
を

自
分
用
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
て
、
は
じ

め
て
自
分
の
こ
と
と
し
て
認
識
で
き
る
と

思
う
の
で
す
。
部
屋
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変

え
た
と
き
、
転
倒
防
止
措
置
を
つ
け
た
場

合
に
、
状
況
が
ど
う
変
わ
る
の
か
も
、
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
で
体
験
で
き
ま
す
」

　

目
黒
氏
は
、
災
害
を
自
分
の
問
題
と
し

て
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
、「
目
黒
メ
ソ

ッ
ド
」
や
「
目
黒
巻
Ｗ
Ｓ:

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
と
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
も
提
唱

し
て
い
る
。「
目
黒
巻
」
は
、
災
害
の
種

類
と
状
況
を
自
分
で
設
定
し
、
横
長
の
用

紙
の
時
間
軸
に
沿
っ
て
自
分
を
主
人
公
と

し
た
具
体
的
な
物
語
を
書
き
上
げ
る
も
の

で
、
こ
の
過
程
で
自
分
の
状
態
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
。
そ
の
上
で
関
係
者
で
Ｗ
Ｓ
を

行
っ
て
具
体
的
な
問
題
の
解
決
策
を
探
る

の
が
「
目
黒
巻
Ｗ
Ｓ
」
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
目
黒
研
究
室
で
は
、
災
害

対
策
の
効
果
を
は
っ
き
り
と
目
に
見
え
る

も
の
に
し
て
、
多
く
の
人
が
直
感
的
に

防
災
情
報
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
戦
略
を
多
岐
に
わ
た
っ
て
開
発
し

て
い
る
。
将
来
的
に
は
３
Ｄ
都
市
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（G
e
o
g
ra

p
h
ic

a
l In

fo
rm

a
tio

n
 S

y
ste

m
:

情
報
が
織
り
込
ま
れ
た
電
子
地
図
）
を
中
心

と
し
て
、
次
世
代
型
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
過
去

の
災
害
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
な
ど
を
統
合
し

た
壮
大
な
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
完
成
を

目
指
し
て
い
る
。

　

「
高
精
度
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

が
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
連
動
し
て
見
ら
れ
れ
ば
、
皆

さ
ん
の
防
災
意
識
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て

く
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
や
自
治
体
レ

ベ
ル
で
情
報
を
共
有
し
合
え
る
仕
組
み
を

作
る
こ
と
で
す
」

　

防
災
は
、
事
前
に
で
き
る
こ
と
を
正
確

に
把
握
し
、
確
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と

に
尽
き
る
。

　

「
今
、
日
本
は
地
震
が
頻
発
す
る
時
期

を
迎
え
て
お
り
、
今
後
30
年
か
ら
50
年
で
、

Ｍ
８
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
（
関
東
大
震
災
を

引
き
起
こ
し
た
関
東
地
震
は
Ｍ
7
.
9
）
が
４
、

５
回
、
そ
の
前
後
に
起
こ
る
Ｍ
７
ク
ラ
ス

の
地
震
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
首
都
圏
直

下
地
震
ク
ラ
ス
）
は
、
そ
の
10
倍
程
度
発
生

し
、
し
か
も
大
都
市
圏
を
襲
う
。
私
た
ち

に
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い
。
自
分
が
本

当
に
地
震
に
遭
う
前
に
何
を
す
べ
き
か
。

そ
し
て
何
を
や
っ
て
き
た
の
か
を
地
震
の

た
び
に
確
認
さ
れ
て
し
ま
う
時
期
に
今
私

た
ち
は
生
き
て
い
る
。
大
切
な
ひ
と
や
も

の
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
や
る
べ

き
こ
と
を
や
り
、
地
震
の
際
に
無
念
な
思

い
を
し
な
く
て
す
む
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
」

▲次世代型防災マニュアル

（部署別・時間経過別の仕事量推移の分析画面）

▲目黒メソッド（目黒巻）

東京大学目黒研究室よりダウンロードできる。

http://risk-mg.iis.u-tokyo.ac.jp/

Check
対策効果の評価

訓練の反省

Do
対策の実施
防災訓練

Plan
防災対策の

立案

防災ポリシー

Action
問題点の洗い出し

改善策の提案

災害対応の能力向上

災害対応能力向上のPDCA サイクル

▼

高層ビル内の避難シミュレーション

避難開始後 5 分までのシミュレーション。Case2 が、避難誘

導を行い、下の階から順に 40 秒間隔で順次避難を開始するよ

うにした場合。Case1 のような全階同時の避難行動に比べて、

階段部での混雑度も低く、安全かつすみやかに避難行動が行え

ることがわかる。

case1

60秒後 120秒後 180秒後 300秒後

case2



震
災
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
重
要
性

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
11
年
。
そ
の

復
興
の
記
憶
を
保
存
し
、
語
り
継
ご
う
と

し
て
い
る
の
が
、
京
都
大
学
の
牧 

紀
男

助
教
授
の
取
り
組
み
だ
。
現
在
、
国
土
交

通
省
の
「
G
I
S
定
着
化
事
業
」
の
一
環

と
し
て
、
3
D
C
G
（
3
次
元
C
D
）
で

震
災
を
記
録
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
が

け
て
い
る
。

　

「
神
戸
の
目
抜
き
通
り
の
震
災
前
と
後

の
写
真
を
集
め
て
、
三
次
元
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
に
貼
り
付
け
て
景
色

を
再
現
し
て
い
ま
す
。
G
I
S
と
は
簡
単

に
言
え
ば
カ
ー
ナ
ビ
の
よ
う
な
電
子
地
図

と
、
高
度
な
情
報
処
理
が
連
動
し
た
デ
ジ

タ
ル
マ
ッ
プ
で
す
。
こ
の
地
図
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
し
、
市
民
の
方
か
ら

当
時
の
写
真
の
投
稿
を
募
っ
て
い
ま
す
」

　

当
時
の
状
況
が
視
覚
的
・
空
間
的
に
実

感
で
き
る
と
同
時
に
、「
全
部
が
全
部
破

壊
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
事
実

も
伝
わ
っ
て
く
る
。
牧
氏
は
、
防
災
教
育

で
は
「
被
害
の
悲
惨
さ
」
だ
け
で
な
く
、

こ
う
し
た
事
実
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と

が
重
要
だ
と
い
う
。
管
轄
の
「
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
」
が
、
同
時
に
「
個
人
復

興
史
」
と
し
て
個
人
の
細
か
な
体
験
談
を

募
っ
て
い
る
の
も
そ
の
た
め
だ
。

　

「
2
0
3
5
年
前
後
に
は
東
南
海
・
南

海
地
震
が
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
こ
ろ
の
社
会
の
主
役
を
担
う
の

は
、
震
災
の
記
憶
の
な
い
現
在
の
子
供
た

ち
。
彼
ら
の
た
め
に
震
災
の
教
訓
を
残
し

て
い
く
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
す
。
そ
こ

で
一
面
的
な
も
の
の
見
方
で
は
な
く
、
本

当
の
意
味
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
う
の
が
重
要

な
の
で
す
」

復
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
点
検

　

こ
う
し
た
復
興
過
程
の
記
録
は
、

防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
際
に
も
大

き
な
参
考
に
な
る
。

　

「
も
ち
ろ
ん
震
災
直
後
の
人
命
救
助
な

ど
は
大
前
提
な
ん
で
す
が
、
そ
の
後
、
現

実
の
生
活
に
戻
っ
て
い
く
過
程
も
重
要
な

ん
で
す
ね
。
神
戸
の
例
で
は
、
だ
い
た
い

震
災
後
約
３
カ
月
で
ガ
ス
・
水
道
・
電
気
・

交
通
機
関
な
ど
が
復
活
し
、
そ
の
後
仮

設
住
宅
か
ら
公
営
住
宅
に
移
る
な
ど
住
ま

い
の
復
旧
・
復
興
を
経
て
、
最
終
的
に
復

興
完
了
す
る
ま
で
10
年
ぐ
ら
い
か
か
り
ま

す
。
日
本
の
防
災
対
策
で
は
「
復
興
」
と

い
う
課
題
に
対
す
る
対
策
が
不
十
分
で
あ

り
、
事
前
・
事
後
の
対
策
も
含
め
た
総
合

的
な
防
災
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

▲災害シミュレーション画面（フラワーロード 3D-GIS）

http: //www.dri.ne.jp/

Phase 0
組織的な災害対応ができない

失見当期
10時間

命を守る
救命救助・集中・優先順位・互助

被災地社会の成立期
100時間

社会のフローの回復
災害救助・公平・平等

災害ユートピア期
1,000時間

社会のストックの再建
都市の再建・被災者支援・経済再建

人生の再建期
10,000時間

600

500

400

300

200

100

0

1995
1/17

1995
1/18

1995
1/19

1995
1/20

1995
1/21

1995
1/22

1995
1/23

（人）

■死亡者

■生存者

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
解
析
と
地
域
防
災

地

震

を

　

 

り

返

る

（神戸市消防局による）

出典：林春男『いのちを守る地震防災学』（岩波書店）
08

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
3
Ｄ
Ｃ
Ｇ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

地
域
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

復興までの道のり

4種類の被災者の存在

生 命

財 産

生活支障

恐 怖 心

神戸市における生存救助率

牧 

紀
男 

氏

京
都
大
学
防
災
研
究
所

巨
大
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー

助
教
授

お
話
を
伺
い
ま
し
た
！

今
後
数
十
年
以
内
に
首
都
直
下
地
震
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
中
、
も
っ
と
も
参
考
に
な
る

の
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
復
興
し
た
神
戸
の
事
例
だ
ろ
う
。
現
在
、
そ
の
記
憶
を

語
り
継
ぐ
作
業
と
し
て
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
、
ま
た
ど
ん
な
対
策
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。



最
後
に
民
間
企
業
の
取
り
組
み
例
と
し
て
、
森
ビ
ル
株
式

会
社
の
震
災
対
策
を
見
て
み
よ
う
。
複
数
の
オ
フ
ィ
ス
・

住
宅
、
商
業
ビ
ル
を
管
理
す
る
森
ビ
ル
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
復
旧
状
況
の
把
握
と
共
有
、
さ
ら

に
は
震
災
に
備
え
た
自
立
的
な
復
興
計
画
を
実
施
し
て

い
る
。

森
ビ
ル
に
お
け
る
震
災
対
策
を
見
る

ビ
ル
被
害
の
復
旧
状
況
共
有
化
シ
ス
テ
ム

佐
野 

衆
一 

氏

森
ビ
ル
株
式
会
社

プ
ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
本
部

管
理
部
長

お
話
を
伺
い
ま
し
た
！

▲森ビル震災ポータル画面

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
震
災
復
旧
へ
の

取
り
組
み

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
地
震
対
策
で
は
、
危
険
な
閉
じ
込
め
事
故
の
防
止
や
、

運
転
復
旧
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

近
年
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
メ
ー

カ
ー
と
保
守
会
社
各
社
は
、

地
震
時
管
制
運
転
装
置
の
取

り
付
け
を
強
く
推
奨
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
地
震
発
生
時

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
取
り
付

け
ら
れ
た
地
震
セ
ン
サ
ー
が

作
動
し
、
自
動
的
に
最
寄
り

階
に
停
止
、
扉
を
開
放
す
る

シ
ス
テ
ム
で
、
閉
じ
込
め
事

故
を
防
止
す
る
も
の
だ
。

　

し
か
し
一
方
で
、
強
い
揺

れ
（
震
度
４
以
上
程
度
）
を
感

じ
て
運
転
を
休
止
し
た
場
合

に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
損

傷
が
な
く
て
も
技
術
者
の
点

検
を
受
け
る
ま
で
復
帰
し
な

い
、
と
い
う
難
点
も
あ
っ
た
。

　

特
に
昨
年
7
月
に
首
都
圏

を
襲
っ
た
最
大
震
度
5
強

の
地
震
で
は
、
復
旧
作
業
の

遅
れ
が
問
題
視
さ
れ
た
。
こ

の
た
め
国
土
交
通
省
は
昨
年

10
月
に
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

地
震
防
災
対
策
に
関
す
る
対

応
方
針
（
案
）
」
を
発
表
し
、

地
震
時
管
制
運
転
装
置
の

確
実
な
作
動
と
同
時
に
「
早

期
救
出
・
復
旧
体
制
の
整
備
」

を
促
し
た
。

　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
こ

れ
を
受
け
、
サ
ー
ビ
ス
情
報

セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
拡
充

を
実
施
。
電
話
応
対
と
電
話

回
線
数
を
大
幅
に
増
強
し
、

携
帯
電
話
を
活
用
し
た
セ
ン

タ
ー
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
連
携

強
化
も
行
っ
た
。
ま
た
、
キ

ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
や
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
の
活
動
を
通
し
て
利

用
者
に
い
っ
そ
う
の
理
解
を

求
め
て
い
る
。

▲備蓄の様子 ▲避難訓練の様子

地

震

に

え

る
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民
間
企
業
の
自
立
的
な
復
興
対
策

　

森
ビ
ル
で
は
、
災
害
時
の
各
ビ
ル
と
本

部
の
連
絡
手
段
と
し
て
、
従
来
Ｎ
Ｔ
Ｔ
専

用
線
を
利
用
し
た
フ
ァ
ッ
ク
ス
連
絡
網
を

敷
い
て
い
た
。
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
確
認
で
き
る
「
震
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
を
メ
イ
ン
に
使
用
し
て
い
る
。
休
日

や
夜
間
も
、
社
員
の
自
宅
か
ら
で
も
情
報

を
共
有
で
き
る
の
が
メ
リ
ッ
ト
だ
と
い
う
。

　

「
当
社
の
場
合
、
基
幹
ビ
ル
が
周
囲
の

小
ビ
ル
を
ま
と
め
て
管
理
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
各
ビ
ル
側
で
サ
イ
ト
に
ロ

グ
イ
ン
し
、
通
信
確
認
、
ビ
ル
ス
タ
ッ
フ

の
安
否
確
認
、
ビ
ル
施
設
の
状
況
報
告
を

順
に
行
い
ま
す
。
す
べ
て
入
力
し
て
更
新

を
行
う
と
、
本
部
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

情
報
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　

本
部
側
で
は
、
情
報
が
更
新
さ
れ
た
ビ

ル
が
被
害
状
況
マ
ッ
プ
上
で
点
滅
し
て
一

覧
で
き
る
。
携
帯
電
話
を
経
由
し
た
、
画

像
や
動
画
に
よ
る
報
告
も
可
能
だ
。

　

六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
場
合
は
、
消
防
法
で

決
め
ら
れ
た
「
協
同
防
火
管
理
協
議
会
」

（
テ
ナ
ン
ト
各
社
の
防
火
管
理
者
の
集
ま
り
）

と
は
別
に
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
自
治
会
（
町
内

会
）
を
組
織
し
て
い
る
。
年
に
一
回
、
大

き
な
震
災
に
備
え
た
防
災
訓
練
を
、
居
住

者
と
テ
ナ
ン
ト
が
合
同
で
行
う
。

　

ま
た
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
の
場
合

は
、
森
ビ
ル
内
に
震
災
対
策
本
部
を
立
ち

上
げ
、
復
興
作
業
を
行
う
。
特
に
六
本
木

ヒ
ル
ズ
で
は
「
逃
げ
出
す
街
か
ら
、
逃
げ

込
む
街
へ
」
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

近
隣
や
帰
宅
困
難
者
を
受
け
入
れ
る
体
制

も
敷
い
て
い
る
。
非
常
食
も
充
実
し
て
お

り
、
森
ビ
ル
全
体
で
約
20
万
食
を
用
意
し

て
い
る
。
ま
た
、
六
本
木
ヒ
ル
ズ
だ
け
で

約
10
万
食
を
備
蓄
し
て
お
り
、
最
低
３
日

の
復
興
作
業
に
備
え
て
い
る
。

特集●シリーズ「防災を科学する」

地震発生後の緊急対応から復旧まで
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人
力
交
通
機
関
の
歴
史

10

車
の
乗
り
心
地

　

さ
ま
ざ
ま
な
乗
り
物
が
あ
る
な
か
で
、

自
動
車
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
っ
と

も
身
近
で
、
か
つ
最
新
の
技
術
が

反
映
さ
れ
や
す
い
乗
り
物
だ
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
乗
り
心

地
に
は
ど
ん
な
評
価
基
準
が
あ

り
、
ま
た
技
術
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
か
。
自
動
車
専
門

誌
『C

A
R

 G
R

A
P

H
IC

』
編
集

部
の
竹
下
元
太
郎
氏
に
お
話
を

伺
っ
た
。

　

「
一
般
に
自
動
車
の
乗
り
心
地

の
良
さ
は
、
障
害
物
を
乗
り
越

え
た
り
し
て
衝
撃
が
与
え
ら
れ

て
も
、
な
る
べ
く
停
止
し
て
い

る
と
き
と
同
じ
姿
勢
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
も
の
が
よ
い
と
さ

れ
ま
す
。
自
動
車
業
界
で
は
こ
の

状
態
を
”

ス
カ
イ
フ
ッ
ク

“（
＝
空
か

ら
吊
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
）
な
ど
と
呼

ん
で
い
ま
す
」

　

し
か
し
「
乗
り
心
地
の
良
さ
」
の
定
義

は
場
合
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
、
上
下
の

振
動
を
吸
収
す
る
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
も
、

ソ
フ
ト
で
あ
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
く
、

ス
ピ
ー
ド
重
視
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
な
ど
で

は
固
い
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
が
好
ま
れ
る
。

ま
た
運
転
を
す
る
上
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
音

や
タ
イ
ヤ
が
路
面
を
回
る
ロ
ー
ド
ノ
イ
ズ

江
戸
時
代
の
交
通
風
景

　

江
戸
時
代
の
交
通
手
段
は
、
基
本
は
徒
歩
で
す
。
補
助
的
な
手

段
と
し
て
、
馬
と
駕
篭
。
た
だ
駕
篭
は
お
金
も
か
か
る
し
、
一
般

人
が
気
軽
に
乗
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
工
さ
ん
の

日
当
が
5
0
0
〜
6
0
0
文
の
時
代
に
、
日
本
橋
か
ら
品
川
ま
で

の
相
場
が
だ
い
た
い
4
0
0
文
で
す
か
ら
。

　

時
代
劇
を
見
て
い
る
と
よ
く
駕
篭
が
出
て
き
ま
す
が
、
当
時
描

か
れ
た
町
中
の
絵
を
見
て
み
て
も
、
あ
ま
り
駕
篭
に
乗
っ
て
い
る

場
面
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
馬
も
い
な
い
で
す
ね
。
実
際
は
タ
ク

シ
ー
と
い
う
よ
り
リ
ム
ジ
ン
に
近
い
感
覚
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

駕
篭
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、一
番
高
級
な
の
が
「
乗
り
物
駕
篭
」。

大
き
さ
も
大
き
く
て
、
最
低
で
も
旗
本
ク
ラ
ス
の
、
身
分
の
高
い

人
が
乗
る
も
の
で
す
。
屋
根
が
あ
っ
て
、
駕
篭
の
中
に
は
布
団
が

敷
い
て
あ
り
、
飲
み
物
や
食
べ
物
も
備
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、「
女

乗
り
物
」
と
い
っ
て
、
身
分
の
高
い
女
性
専
用
の
駕
篭
も
あ
り
ま

し
た
。
庶
民
の
女
性
で
も
大
名
家
な
ど
に
仕
え
て
い
た
人
は
、
退

職
し
て
嫁
入
り
す
る
日
だ
け
は
特
別
に
貸
し
て
も
ら
っ
て
乗
れ
た

そ
う
で
す
。

　

一
方
、
一
般
庶
民
が
乗
る
も
の
は
「
四
つ
手
駕
篭
」。
四
本
の
竹

で
吊
る
し
て
あ
る
の
で
四
つ
手
。
両
側
に
ご
ざ
み
た
い
な
も
の
が

垂
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
も
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
ね
。
箱
根
の
山
を
越
え
る
「
山
駕
篭
」
な
ん
か
だ
と
、
と
に
か

く
軽
く
す
る
た
め
に
余
計
な
も
の
は
一
切
付
い
て
い
ま
せ
ん
。

「
移
動
す
る
個
室
」
と

様
々
な
こ
だ
わ
り

自 動 車

1

快

適

な

移

動

の

カ

タ

チ

快適な移動のカタチ
―「乗り心地」のためにできること―

世界中を一日で巡ることができるようになり、高速に移動するための交通手段は生活に身近なもの

になった。交通機関が速度だけでなく、乗り心地にもこだわるようになった現在、快適な乗り心

地のためはどのようなことがなされているのだろうか。「快適さ」を求める人間の要求とそれに

応えてきた過程を紹介し、未来に求められる「交通機関における移動の快適さ」を考えてみる。

連載 ●エレベーターの未来形

『絵本吾妻の花』より



渡辺ミエコさん
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駕
篭
の
乗
り
心
地

　

駕
篭
は
な
ん
で

人
が
か
つ
い
で
い

た
か
と
い
う
と
、

昔
は
車
輪
の
ほ
う

が
乗
り
心
地
が
悪

か
っ
た
か
ら
で

す
。
当
時
は
ゴ
ム

タ
イ
ヤ
も
な
い
か

ら
揺
れ
が
激
し
い

し
、
雨
の
時
は
轍

が
で
き
て
は
ま
り

こ
む
。

　

駕
篭
は
基
本
的

に
お
金
持
ち
の
使

う
も
の
で
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
は
出
な
い
し
、
乗
る
側
に
も
技
術
が

い
っ
た
よ
う
で
す
。
バ
イ
ク
の
後
ろ
に
人
を
乗
せ
る
場
合
と
同
じ

で
、
曲
が
る
と
こ
ろ
で
は
一
緒
に
重
心
を
傾
け
る
と
う
ま
く
行
く
。

だ
か
ら
乗
り
心
地
は
、
担
ぎ
手
と
乗
り
手
に
よ
る
「
総
合
芸
術
」

で
す
（
笑
）。

　

旅
行
で
も
駕
篭
に
乗
っ
た
り
徒
歩
で
歩
い
た
り
の
併
用
で
す
。

当
時
、
江
戸
か
ら
京
都
ま
で
の
標
準
の
旅
程
が
14
泊
15
日
。
今
の

感
覚
だ
と
「
大
変
だ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
電
話
も
か

か
っ
て
こ
な
い
し
、
こ
れ
だ
け
で
半
月
つ
ぶ
せ
る
っ
て
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？　

そ
こ
か
し
こ
に
美
味
し
い
食
べ
物
も
あ

る
し
、
歩
く
の
は
み
ん
な
慣
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。

　

現
代
人
は
「
新
幹
線
で
2
時
間
半
」
な
ん
て
自
慢
し
て
い
る
け

ど
、
こ
う
い
う
旅
の
豊
か
さ
に
比
べ
た
ら
、
そ
ん
な
も
の
単
な
る

「
移
動
」
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
ど
の
適
度
な
音
も
、
心
地
よ
さ
に
関
わ

っ
て
く
る
。

　

「
ト
ヨ
タ
が
1
9
9
0
年
代
は
じ
め
に
発

表
し
た
セ
ル
シ
オ
や
レ
ク
サ
ス
は
、
驚
異

的
な
く
ら
い
、
音
を
消
す
方
向
で
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
車
は
、
も

と
も
と
心
地
よ
い
エ
ン
ジ
ン
音
や
ノ
イ
ズ

を
演
出
す
る
方
向
で
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ

市
場
で
の
レ
ク
サ
ス
の
成
功
を
受
け

て
、
最
近
は
静
か
な
も
の
が
よ
し
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
」

電
気
制
御
の
も
た
ら
し
た
影
響

　

こ
こ
20
年
の
大
き
な
変
化
は
、
機

械
制
御
か
ら
電
気
制
御
へ
の
流
れ
だ
。

近
年
は
従
来
の
コ
イ
ル
バ
ネ
式
の
サ

ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
替
わ
っ
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

ン
を
自
在
に
動
か
す
「
エ
ア
サ
ス
ペ

ン
シ
ョ
ン
」
の
技
術
が
一
般
的
に
な

っ
て
き
た
。
電
気
制
御
は
、
現
在
で

は
エ
ン
ジ
ン
や
ブ
レ
ー
キ
の
制
御
に

も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

「
エ
ア
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
、
80
年

代
に
日
本
の
ソ
ア
ラ
や
セ
ル
シ
オ
が

先
鞭
を
つ
け
、
普
及
し
ま
し
た
。
90

年
代
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
車
が
こ
れ
を

真
似
す
る
よ
う
に
な
り
、
2
0
0
0
年
代

に
は
、
ま
た
日
本
車
も
同
じ
土
俵
に
復
活

し
ま
し
た
。
い
ま
や
、
電
気
制
御
に
よ
っ

て
い
か
よ
う
に
も
車
を
彩
る
こ
と
が
で
き

る
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
」

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
だ

い
で
動
き
の
特
性
を
柔
軟
に
変
え
ら
れ
る

電
気
制
御
は
、
ま
さ
に
自
動
車
を
「
七
色

に
変
え
る
」
技
術
だ
。
実
際
に
新
世
代
の

車
で
は
、
低
速
時
は
ソ
フ
ト
で
、
高
速
時

は
固
い
乗
り
心
地
を
狙
っ
た
も
の
も
多
い

と
い
う
。

　

「
こ
の
傾
向
は
大
歓
迎
、
と
言
い
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
で
も
、
車
好
き
っ
て
、

あ
る
種
の
”

乗
り
心
地
の
悪
さ

“
に
憧
れ

て
し
ま
う
も
の
だ
っ
た
り
す
る
ん
で
す
よ

ね
（
笑
）。
運
転
と
は
、車
と
対
峙
す
る
こ
と
。

ダ
イ
レ
ク
ト
に
制
御
で
き
て
い
る
、
と
い

う
手
応
え
を
求
め
て
し
ま
う
ん
で
す
」

利
用
者
の
立
場
か
ら

　

乗
り
心
地
に
つ
い
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
立

場
か
ら
も
聞
い
て
み
よ
う
。
キ
ャ
ス
タ
ー

の
渡
辺
ミ
エ
コ
さ
ん
は
自
他
と
も
に
認
め

る
車
好
き
。
日
産
の
「
第
26
期
ミ
ス
・
フ

ェ
ア
レ
デ
ィ
」
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
。

　

「
母
方
の
実
家
が
自
動
車
学
校
だ
っ
た
の

で
、
小
さ
い
頃
か
ら
車
は
身
近
に
あ
り
ま

し
た
。
自
分
で
運
転
す
る
の
も
大
好
き
で

す
。
で
も
、
誰
か
に
ド
ラ
イ
ブ
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
て
も
、
自
分
で
運
転
で
き

な
い
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
ん
で
す
よ

ね
（
笑
）」

　

ゴ
ル
フ
、
ミ
ニ
ク
ー
パ
ー
、
ア
ル
フ
ァ

ロ
メ
オ
。
日
本
車
的
な
ソ
フ
ト
な
制
御
よ

り
も
、
運
転
の
手
応
え
を
感
じ
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
車
が
好
み
だ
そ
う
だ
。

　

「
車
は
、
自
分
だ
け
の
濃
縮
さ
れ
た
空

間
。
原
稿
を
声
に
出
し
て
読
ん
で
覚
え
た

り
、
自
分
が
出
て
い
る
ラ
ジ
オ
の
Ｃ
Ｍ
を

確
認
し
た
り
、
”

動
く
事
務
所

“
で
も
あ

り
ま
す
。
い
ま
は
、
忙
し
く
仕
事
を
す
る

中
、
２
人
の
子
供
を
送
り
迎
え
し
な
が
ら

話
を
聞
い
た
り
で
き
る
空
間
で
も
あ
り
ま

す
。
童
謡
を
か
け
て
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て

車
は
”

余
裕

“
。
早
く
行
け
る
か
ら
使
う
、

と
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
乗
っ
て
い
る

時
間
を
楽
し
む
た
め
の
乗
り
物
な
の
だ
と

思
い
ま
す
」

石
川 

英
輔
●

昭
和
8
年
京
都
生
ま
れ
。
国
際
基
督

教
大
学
と
東
京
都
立
大
学
理
学
部
中
退
。
武
蔵
野
美
術
大

学
講
師
。
ミ
カ
製
版
株
式
会
社
の
社
長
を
務
め
な
が
ら
、

『
S
F
西
遊
記
』
で
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
著
書
に『
大

江
戸
え
こ
ろ
じ
ー
事
情
』『
大
江
戸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
情
』

『
大
江
戸
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
事
情
』『
大
江
戸
リ
サ
イ
ク
ル
事

情
』『
大
江
戸
神
仙
伝
』『
大
江
戸
仙
界
紀
』『
S
F
三
国
志
』

『
総
天
然
色
へ
の
一
世
紀
』
な
ど
多
数
。
最
新
刊
は『
大
江

戸
妖
美
伝
』。
江
戸
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
も
多
く
、
全
国
を
飛
び
回
っ
て
い
る
。

乗り物駕篭



一
度
に
複
数
の
人
を
乗
り
心
地
よ
く
運
ぶ

列 車

2

快

適

な

移

動

の

カ

タ

チ

新幹線：700系「のぞみ」

w
h

a
t

'
s

 
l

i
n

e
a

r
 

m
o

t
o

r

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
と
は

■ S極

■ N極

普通のモーター
地上側

車両側

引っ張る力

反発する力

リニアモーター
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超電導リニアモーターカー

曲線における遠心力

超過分の
遠心力

カント

さらに速度を
上げると
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
制
振
技
術
と

電
気
制
御
の
進
展

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
り
心
地
は
、
や
は

り
振
動
と
騒
音
へ
の
対
策
が
大
前
提
に
な

る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
り
心
地
を
決
定

す
る
の
は
、
か
ご
を
支
え
る
ガ
イ
ド
レ
ー
ル

の
精
度
、
揺
れ
を
吸
収
す
る
ロ
ー
ラ
ー
ガ

イ
ド
、
そ
し
て
モ
ー
タ
ー
の
制
御
な
ど
を

行
う
電
気
系
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
技
術
の
蓄
積
に
よ

り
、
す
で
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
制
振
技
術
は
、

よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
10
円
玉
が
倒
れ
な

い
」
と
い
う
レ
ベ
ル
に
ま
で
成
熟
し
て
き
て

い
る
。

　

超
高
層
・
超
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、

さ
ら
に
シ
ビ
ア
な
精
度
が
要
求
さ
れ
る
。

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
世
界
最
高
速
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
実
現
の
た
め
に
、
い
く
つ
か

の
新
技
術
を
開
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
か
で
も
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
マ
ス
ダ
ン
パ
（
Ａ

Ｍ
Ｄ
）
」
と
呼
ば
れ
る
技
術
は
画
期
的
な
技

術
だ
。
従
来
の
よ
う
に
揺
れ
を
受
動
的
に

吸
収
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
電
気
制
御
で

床
下
の
お
も
り
を
揺
れ
と
反
対
の
方
向
に

動
か
し
て
、
揺
れ
を
積
極
的
に
打
ち
消
す

の
で
あ
る
。

　

「
半
導
体
を
つ
か
っ
て
モ
ー
タ
ー
の
電
圧

な
ど
を
細
か
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術

は
、
だ
い
た
い
20
年
前
に
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
、
電
気
制
御
は
め
く
る
め
く
進

化
を
遂
げ
て
き
て
い
ま
す
。
自
動
車
の
サ

ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
や
各
種
制
御
技
術
と
一
緒

で
、
従
来
は
機
械
的
に
制
御
し
て
い
た
も

の
も
、
い
ま
は
電
気
系
で
ま
か
な
う
比
重

が
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
」（
嶋
根
一
夫

氏　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
開
発
部
主
査
）

「
Ｍ
ａ
ｇ
S
ｕ
ｓ
」
の
開
発

　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、
２
０
０
６
年

１
月
に
世
界
初
の
「
磁
気
浮
上
制
御
」
を

活
用
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
案
内
装
置
を
発

表
し
た
。
要
す
る
に
、
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー

カ
ー
に
類
似
し
た
磁
気
浮
上
の
技
術
に
よ

っ
て
、
ロ
ー
ラ
ー
ガ
イ
ド
の
ロ
ー
ラ
ー
を

な
く
し
て
し
ま
う
技
術
で
あ
り
、
電
気
制

御
系
の
最
新
の
成
果
の
一
つ
で
も
あ
る
。

「
M
a
g
S
u
s
」
の
名
で
、
２
０
０
８
年

春
の
製
品
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

「
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
に
触
れ
な
い
た
め
、
低

騒
音
・
低
振
動
に
直
結
す
る
装
置
で
す
。

開
発
自
体
は
１
９
９
３
〜
94
年
頃
か
ら
Ａ

Ｍ
Ｄ
開
発
の
延
長
と
し
て
は
じ
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
、
当
時
は
い
ま
ほ
ど
永
久
磁
石

が
手
軽
に
使
え
な
い
時
代
で
も
あ
り
、
な

か
な
か
う
ま
く
い
か
ず
に
中
断
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
90
年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら

永
久
磁
石
の
利
用
が
普
及
し
は
じ
め
て
、

よ
う
や
く
２
０
０
４
年
の
春
か
ら
実
用

に
向
け
て
本
格
的
な
開
発
を
開
始
し
ま
し

た
。
２
年
間
の
研
究
に
よ
り
、
よ
う
や
く

浮
上
走
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

（
藤
田
善
昭
氏　

東
芝
電
力
・
社
会
シ
ス
テ
ム
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
長
）

　

「
磁
気
浮
上
制
御
」
と
は
、
永
久
磁
石
と

電
磁
石
か
ら
な
る
磁
石
ユ
ニ
ッ
ト
を
使
い
、

磁
気
の
吸
引
力
を
利
用
し
て
か
ご
と
ガ
イ

ド
レ
ー
ル
の
位
置
を
安
定
さ
せ
る
も
の
。

か
ご
を
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
か
ら
浮
上
さ
せ
る

た
め
、
レ
ー
ル
の
加
工
精
度
や
据
付
状
態

に
影
響
を
受
け
づ
ら
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
考
え
ら
れ
る
。
将
来
的
に
は
、
高
さ
１

０
０
m
以
上
の
高
層
ビ
ル
、
分
速
３
０
０
m

以
上
の
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の
適
用
を

「
乗
り
心
地
」
か
ら
一
歩
先
へ

エレベーター

3

快

適

な

移

動

の

カ

タ

チ

▲ TAIPE I101の世界最高速エレベーター構成図

磁石ユニット

ガイドレール

  永久磁石
（カバー内部）

コイル

センサー

上梁（かご）

▲磁石ユニット構成図

磁石ユニット写真

▲

▲アクティブマスダンパ
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八谷 和彦　1966年佐賀県生まれ。九州芸術工科大学・画像設計学科卒。メディアアーティスト。

ペットワークス代表。個人ＴＶ放送局ユニット「SMTV」や、コンサルティング会社勤務を経て、現在

に至る。愛玩メールソフト「ポストペット（PostPet）」の開発者としても知られる。他に主な作品とし

て「視聴覚交換マシン」(1993)、「ワールドシステム」（1995）、「エアボード」（1997～）など。現

在進行中のプロジェクトは『風の谷のナウシカ』に登場するメーヴェを思わせる飛行装置「OPENSKY」。

SFやコミックに登場する夢の装置を具体化する活動に注目が集まっている。

「楽しい」エレベーターへ

　エレベーターの未来、というとハードウェア

の性能で語られがちですが、どうも違和感を感

じてしまいます。例えば「十円玉を倒さない」

という目標は、すでに霞が関ビルの建設当時

にはあったそうですし、エレベーターの乗り心地

は技術的にはすでにかなり完璧な状態になって

いると思うのです。でも一方で、乗って楽しいとか、

すごい、と思った経験はあまりないです。

　自動車は、もはや加速度とか最高速度といっ

た性能よりも、内装のよさとか、人間が乗って

いかに心地よいかというところでデザインされ

ています。電車もそうです。それに比べてエレ

ベーターは、まだまだインタフェースデザイン

や、内装の心地よさという点が足りていないと

いう印象があります。

　自分がすごいと思ったエレベーターは、例え

ばシャネル銀座ビル。造り自体はシンプルなん

ですが、ボタンがシャネルのマークだったり、

パネルが金属を編み込んだテクスチャーだった

りして、内装に高級感がありました。

　また面白かったのは、オーストリアにあるア

ルスエレクトロニカセンターのエレベーターで

す。床に映像が映し出されるようになっていて、

階を上がっていくごとに、CTスキャンで撮った

人間の輪切り写真が足下から表示されたり、ロ

ケットが地上から宇宙に飛ぶ様子が見られたり

して、とにかく垂直方向の移動をエンターテイ

ンメントにしている。

インタフェースデザインの重要さ

　エレベーターは本当はお客さんがビルと関わる

インタフェースとして、玄関やドアなどと並ぶ重

要なパーツです。だから本来は建築家がちゃんと

コントロールし、建築家とエレベーター会社が共

同で作らなければならない部分だと思うんです。

　逆に、お金をかければすぐに目立たせられる

部分でもありますよね。せっかくの“乗り物”

なのに、あまり手がかけられていなくてもった

いないと思います。

　インタフェースデザインの面でもまだまだで

きることがあるでしょう。例えば「開く」と「閉

じる」のボタンって、絶対に迷うじゃないですか。

皆さん開こうと思って閉じるボタンを押してし

まった経験って絶対にあるでしょう？（笑）

　あれだって、そもそも開くボタンだけあればい

いんじゃないかとか、そのために最適な大きさ

はどのくらいか、急いで手の甲で押せるように

したらどうかとか、考えることはいろいろある。

もっとアフォーダンス（注）的に考えられたデザイ

ンができるはずです。でも、なぜかいまだにうま

い解答例を見かけたことがありません。

地に足のついた「未来」

　超高層とか超高速というのは、自動車でたと

えれば F1みたいな世界。でも一方で、乗ってい

る間が楽しければ、時間がかかっても別にいい、

という考え方もあるはずです。トイレやバスルー

ムと同じように「リラックスするための空間」と

してとらえて、デザイナーと技術者が共同で改

善する余地があると思います。TAIPEI 101の

エレベーターで使われている、耳が痛くなら

ない気圧調整の技術などはとてもいい取り組

みだと思います。

　僕らが未来だと思っているものが、もはや

未来的ではないということがあります。また、

逆に過去の資産もあります。“エンジンなしで

1000km 移動する”と言われるとものすごく

難しそうですが、実はヨットやグライダーはそ

ういう乗り物です。過去にそういう技術があっ

たということは意識しておくべきでしょう。「超

電導」とか突拍子もない技術より、まずは地に

足のついた技術。例えば気圧調整だったら飛行

機開発の蓄積から学べるところがありそうです。

そういう過去の積み重ねを見つけて使っていく

ことが、ちゃんとした「未来」の作り方なんじゃ

ないかと思います（談）。

注：心理学者のジェームス・ギブソンが 1950 年代後半につくった造語。

形や色、材質といった物体の持つ属性が、物体自身をどう取り扱ったら

よいかについてのメッセージを使う人間に対して発している、とする考え。

予
定
し
て
い
る
。

　

「
浮
上
制
御
、
つ
ま
り
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
に

磁
石
が
く
っ
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
と
い

う
基
本
が
ま
ず
難
し
く
て
、
こ
れ
ま
で
ど

こ
も
開
発
に
成
功
し
な
か
っ
た
技
術
で
す
。

ま
た
電
磁
石
は
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
位
置
づ

け
る
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
電
気
を
使
わ
ず

に
浮
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
面
で
の

乗
り
心
地
の
向
上
へ
向
け
て

　

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
最
後
に
木

下
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

「
先
の
よ
う
な
技
術
に
加
え
て
、
最
近

で
は
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
関
係
や
、
案
内
の
液
晶
表
示
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
を
付
け
る
と
い
っ
た
、
お
客
さ
ま
の

安
全
性
・
快
適
性
を
向
上
す
る
サ
ー
ビ
ス
、

さ
ら
に
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

導
入
な
ど
に
よ
る
使
い
や
す
さ
の
向
上
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
乗
っ
て
い
る
時

間
は
短
い
で
す
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な

か
で
快
適
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
、
今
後
は
、
利
用
す
る
人
に
と

っ
て
の
”

心
地
よ
さ

“
の
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起

こ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
」（
木
下
透
氏　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
技
術

部
グ
ル
ー
プ
長
）

▲ OPENSKY

F u t u r e  R i d e

未来の乗り物
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デパート

メンテナンステクノロジー ＆ リスクコミュニケーション

vol.6

Communication

ServiceAmenity

maintenanceTechnology

株式会社トキハ

多数のお客がショッピングに訪れるデパートやショ

ッピングセンターは、建築物の中でも、とりわ

け常時人の流れが生まれる空間だ。エレベーター

やエスカレーターの機能は、その主要な交通手段

として大きな比重を占めている。そこで、主にデ

パートにおけるエレベーター、エスカレーター管

理の具体的な課題や傾向について、大分県を代表

する老舗デパートである株式会社トキハの後藤

洋治郎氏にお話を伺った。

管理者の立場から…

Maker

Manager

Safety

USER

後
藤 

洋
治
郎
氏

経
営
管
理
本
部　

施
設
管
理
部

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

部
長
代
理

トキハ本店
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1階・エスカレーター。仕切りが長めにつくられているエレベーター・かご室内部。いすが設けられている
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タ
ー
は
何
か
あ
る
と
す
ぐ
に
異
常
な
音
が
出
ま
す
か
ら
」

地
震
に
備
え
る
体
勢
づ
く
り

　

防
災
意
識
が
高
ま
る
近
年
で
あ
る
が
、
特
に
温
泉
地
の
あ

る
別
府
に
は
活
断
層
が
走
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
地
震
へ

の
対
策
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

　

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
地
震
計
付
き
で
、

停
止
時
に
は
退
避
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
震
は

年
に
1
〜
2
回
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
、
リ
セ
ッ
ト
を
か
け
て

も
動
か
な
い
よ
う
な
故
障
は
こ
れ
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」

　

避
難
訓
練
は
、
年
に
3
〜
4
回
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

「
開
店
前
で
す
か
ら
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
動
か
せ
ま
せ
ん

が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
動
か
し
て
、
お
客
さ
ま
を
全
員
外
に

避
難
さ
せ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
防
災
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を

入
れ
る
と
い
う
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。
地
震
は
防
げ
な
い
も

の
で
す
か
ら
、
起
こ
っ
た
時
に
ど
う
対
応
す
る
か
を
常
に
想

定
し
て
い
ま
す
」

デ
パートでは、状況に合わせてエレベーターとエスカ

レーターを使い分けます。各フロアをくまなく見た

い時はエスカレーター。逆にエレベーターを使うのは、目

的階が決まっていて比較的急いでいる時です。目的がはっ

きりしている時に乗るのがエレベーターなので、各階の情

報や催事のお知らせなどがわかりやすく書いてあるといい

ですね。エレベーター内のポスターは、つい見てしまいま

す。探し物がある時はすぐ確認できるので、案内係の人が

いるところも嬉しいですね。

　子連れで行くことも多いので、安全性は気になります。

エスカレーターに 2人並んで乗ると、少し動いただけでも

危ないと感じることがあります。ゆっくり買い物を楽しむ

デパートでは、もう少しステップ幅を拡げてもいいと思い

ます。それから滑りやすいのも怖いですね。革底の靴で両

手に荷物を持って乗った時、転びそうになったこともあり

ました。また、エレベーターには窓がついてると外の様子

がわかって安心です。

　デパートには、品揃えなど店舗ごとにこだわりの特色

がありますが、エレベーターやエスカレーターに特徴の

あ る と こ ろ は 少

ないように思いま

す。海外のショッ

ピングセンターな

どは、そういう空

間にまで気を配っ

ていて、デザイン

的にも優れている

ところが多いです

よね。そういうデ

パートは一日いて

も飽きません。

　 エ レ ベ ー タ ー

も、みんな黙って、

一点だけ見つめているような雰囲気ではなくて、人々がリ

ラックスできる場所になるといいですね。特にデパートの

場合、単に移動手段としてだけではなく、乗っている間に

も楽しみがあるような遊びの要素があると、より長居できる

のに、と思います。それ以外はどこもおしゃれなのに、エ

レベーターだけ実用的過ぎるイメージでは寂しいですよね。

1966 年9月26日生まれ。広島県出身。（株）ワイエムオフィス所属。多くのテレビ、
ラジオ、イベントなどでMC を務める。現在、ラジオ日本のショッピングキャスター
レギュラー。職業柄、デパートめぐりが大好き。また、嶋田ちあきメイクアップア
カデミーを卒業後、イベントやスチール撮影のヘアメイクとしても活躍している。

株
式
会
社
ト
キ
ハ

「
お
客
さ
ま
一
人
ひ
と
り
と
生
涯
の
お
つ
き

あ
い
」
を
大
切
に
し
て
き
た
大
分
市
の
老
舗

百
貨
店
。
創
業
70
周
年
を
迎
え
、
常
に
変
化

す
る
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
、
提
案

す
る
創
造
型
百
貨
店
を
目
指
す
。

■ 

住
所
‥
大
分
県
大
分
市
府
内
町
２
―

1
―

4

■ 

設
立
‥
１
９
3
5
年

リラックスできる空間づくりで、
長居できるデパートに
ファッションやコスメに詳しい滝田ひとみさんは、大のデパート
通。普段から足繁く通って店ごとの特質を熟知しており、目的
に応じて店舗も使い分けるという。実用ばかりを重視するので
はなく、エレベーター空間にもこだわれば、デパートはもっと
居心地の良い場所になるだろう、と語る。

テレビ・ラジオパーソナリティー、ヘアメイク

滝田 ひとみ さん

Professional's
VO ICE



國
生 

竜
彦
氏

元
・
九
州
支
社　

大
分
営
業
所
所
長

（
現
・
東
京
中
央
支
店
営
業
グ
ル
ー
プ　

グ
ル
ー
プ
長
）

武
谷 

恵
氏

九
州
支
社　

大
分
営
業
所

シ
ニ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
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東芝エレベータ
株式会社

現在、トキハ本店、別府店、わさだ

タウンにおけるトキハ関連施設のエ

レベーター、エスカレーターの導入・

管理を一手に引き受けている東芝エ

レベータ九州支社大分営業所。デパ

ートの空間的な特徴を踏まえた上で、

リニューアルやメンテナンスにはど

んな特色があるのだろうか。所長の

國生氏とフィールドエンジニアの武

谷氏にお話を伺った。

Communication

ServiceAmenity

maintenance
Safety

Technology

メーカーの立場から…

Maker

Manager

地
域
に
根
ざ
し
た
連
携
体
勢

　

現
在
ト
キ
ハ
関
連
の
昇
降
機
は
、

1
7
8
台
す
べ
て
が
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ

製
で
あ
る
。
ま
ず
は
管
轄
の
東
芝
エ
レ

ベ
ー
タ
大
分
営
業
所
所
長
・
國
生
竜
彦

氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

「
東
芝
は
半
導
体
の
工
場
を
大
分
県

に
作
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
地
域
と

一
体
化
す
る
道
を
積
極
的
に
目
指
し
て

い
ま
す
。
大
分
市
で
唯
一
の
百
貨
店
で

あ
る
ト
キ
ハ
さ
ん
が
、
昇
降
機
に
関
し

て
は
”

東
芝
オ
ン
リ
ー

“
で
任
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、
非
常
に
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

信
頼
関
係
の
基
礎
は
頻
繁
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
対
応
力
に
あ
る
。

　

「
特
別
の
用
が
な
く
て
も
顔
を
見
せ

て
、
必
ず
何
か
な
い
か
聞
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
だ
い
た
い
、

ト
キ
ハ
本
店
に
は
３
日
に
１
度
は
行

き
ま
す
ね
。
地
域
社
会
的
な
お
付
き
合

い
で
す
」

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
安
全
対
策

　

定
期
点
検
は
、
ト
キ
ハ
本
店
だ
け
で

も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
11
基
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
が
34
基
と
台
数
が
多
い
た
め
、
複
数

に
分
け
て
毎
週
行
う
よ
う
に
組
ん
で
い

る
と
い
う
。
作
業
面
の
特
徴
に
つ
い
て
、

同
じ
く
大
分
営
業
所
シ
ニ
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
武
谷
恵
氏
は
言
う
。

　

「
デ
パ
ー
ト
で
は
特
に
音
を
気
に
さ

れ
ま
す
し
、
ま
た
意
匠
が
高
級
な
た
め

に
い
っ
そ
う
の
慎
重
さ
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
閉
店
後

19
時
か
ら
の
時
間
帯
に
作
業
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
他
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、

何
か
あ
れ
ば
即
応
し
て
い
く
と
い
う
や

り
方
で
す
」

　

安
全
対
策
は
、
ト
キ
ハ
側
の
協
力
に

も
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　

「
本
店
で
は
高
齢
者
の
転
倒
事
故
が

多
い
な
ど
、
私
た
ち
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
部
分
も
出
て
し
ま
う
の
が
現
状

で
す
。
そ
こ
で
年
一
回
、
わ
た
し
ど
も

か
ら
昇
降
機
の
『
取
扱
説
明
会
』
を
開

き
、
案
内
係
の
方
や
施
設
管
理
部
の
方

に
対
す
る
教
育
の
場
を
設
け
、
日
頃
か

ら
適
切
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」（
國
生
氏
）
。

デ
パ
ー
ト
な
ら
で
は
の
課
題

　

現
在
進
行
中
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

に
つ
い
て
は
、
デ
パ
ー
ト
な
ら
で
は
の

困
難
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

「
や
は
り
時
間
で
す
ね
。
現
在
、
本

店
で
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
進
行
中
で
す
が
、
な
る
べ
く
売
り

場
の
動
線
を
止
め
ず
に
、
か
つ
最
短
の

工
期
で
す
む
方
法
を
徹
底
的
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
技
術
部
隊
か

ら
は
『
絶
対
に
無
理
』
と
言
わ
れ
な
が

ら
も
、
最
終
的
に
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

2
台
を
10
日
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
工

法
を
編
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

（
國
生
氏
）。

　

技
術
的
な
面
で
も
、
他
に
比
べ
て
高

度
で
具
体
的
な
要
望
が
出
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
だ
と
い
う
。

　

「
長
年
の
お
客
さ
ま
で
す
の
で
、
ト

キ
ハ
さ
ん
側
も
技
術
面
に
つ
い
て
熟
知

さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
に
つ
い
て
、
ツ
ー
カ
ー
運
転
（
1
つ

の
呼
び
ボ
タ
ン
で
2
基
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

呼
べ
る
方
法
）
が
い
い
の
で
は
、
と
い
っ

た
具
体
的
な
ご
要
望
が
出
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
ね
」
。

　

最
近
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
の
速
度
に
つ
い
て
、
工
場

で
の
試
乗
を
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
中

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
ト
キ
ハ
本
店
は
、
高
級
ブ
ラ
ン

ド
が
勢
揃
い
す
る
老
舗
デ
パ
ー
ト
だ
。

意
匠
面
で
も
配
慮
す
べ
き
点
が
多
い
。

　

「
デ
ザ
イ
ン
が
集
客
力
や
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
に
直
結
し
て
い
る
の
が
デ
パ

ー
ト
で
す
の
で
、
施
設
面
だ
け
で
な
く

意
匠
面
で
も
シ
ビ
ア
な
ご
要
望
が
あ
り

ま
す
」（
國
生
氏
）
。

　

注
意
を
喚
起
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
な

ど
、
安
全
対
策
と
美
観
の
両
立
も
難
し

い
と
こ
ろ
だ
。

　

「
新
し
い
安
全
ス
テ
ッ
カ
ー
が
で
き

れ
ば
、
ト
キ
ハ
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
中
で
貼
る
か
ど
う
か
を

相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
逆

に
、
お
子
さ
ま
の
事
故
が
あ
っ
た
と
き

に
は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て

要
望
を
受
け
、
新
規
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を

作
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
」（
國
生
氏
）
。

　

大
分
営
業
所
の
取
り
組
み
は
、
徹
底
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
形
に
し
て

い
く
姿
勢
で
あ
り
、
長
年
の
協
力
関
係

か
ら
く
る
信
頼
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
記
事
は
2
0
0
6
年
3
月
6
日
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
文
中
の
記
載
事
項
は
こ
の
時
点
で
の
も
の
で
す
。



ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
、
観
光
用

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
日
常
の
移
動
手
段

と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
六
甲
山
頂
か
ら
伸
び
る
六
甲
有
馬

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
。
終
点
ま
で
の
間
は
、
た
く
さ
ん

の
駅
が
存
在
し
、
各
駅
か
ら
さ
ら
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

に
乗
り
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
で
終
点
へ
向
か
い
、
さ
ら
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

に
乗
り
換
え
れ
ば
、
街
へ
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

観
光
客
が
山
頂
を
目
指
す
と
き
に
、
住
民
た
ち
は

逆
方
面
、
つ
ま
り
街
へ
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
の

だ
。
新
神
戸
駅
か
ら
六
甲
山
へ
向
か
う
新
神
戸
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
も
、
住
民
た
ち
の
生
活
を
便
利
に
し

て
い
る
。
大
き
な
山
が
街
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
神

戸
で
は
、
日
常
的
な
交
通
手
段
と
し
て
、
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
が
発
達
し
て
き
た
の
だ
。

　

ま
た
「
1
0
0
万
ド
ル
の
夜
景
」
で
知
ら
れ
る

函
館
に
は
函
館
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
あ
る
。
こ
の

初
代
の
ゴ
ン
ド
ラ
は
30
人
乗
り
、
い
ま
は
1
2
5

人
乗
り
で
、
時
代
と
と
も
に
に
大
型
化
。
高
速
化

も
進
み
、
ト
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
は
秒
速
7
m
、
海
抜

3
3
4
m
の
山
頂
ま
で
約
3
分
で
到
着
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
急
峻
な
山
や

深
い
谷
な
ど
厳
し
い
地
形
に
柔
軟
に
対
応
し
、
そ

の
土
地
の
景
観
を
空
中
か
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
シ
ン
ボ
ル
的
な
乗
り
物
と
し
て
各
地
で
活
躍
し

て
い
る
。
し
か
し
、
道
路
も
何
も
な
い
と
こ
ろ
を

超
え
て
、
全
然
違
う
世
界
に
ワ
ー
プ
で
き
る
感
覚
は
、

や
は
り
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
な
ら
で
は
だ
と
思
っ
て
い

る
（
談
）
。

六甲山より神戸市内を一望するロープウェイ。
観光用だけでなく、日常生活の足としても活躍している。

日本・神戸

法政大学  黒川 和美




